
延

久

時

国

司

質

検

総

旨

四

今
俸
は
古
れ
ば
い
か
な
る
も
の
か
詳
な
ら
歩
。
法
家
は
明
法
家
に
て
、
惟
宗
、
坂
上
等
、
明
法
家
の
摂
び
た
る
法
律
に

関
す
る
も
の

E
も
を
輯
録
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。

延

久

諸

司

賞

検

論

旨

内
閣
一
本
、
神
宮
文
庫
一
本
等
、
一
一
一
ニ
の
お
本
に
は
‘
延
久
詩
司
貸
校
総
旨
抄
と
あ
り
。

後
三
候
天
皇
の
御
代
、
諸
司
に
下
さ
れ
た
る
給
旨
を
集
め
た
も
の
な
り
。
こ
れ
も
・
今
惇
は
ら
や

J.

五

民

族

帝

王

系

闘

巻

合
人
親
王
撰

日
本
紀
を
撰
ぴ
給
ひ
し
を
り
に
編
修
し
給
ひ
し
・
も
の
な
り
。
今
世
に
俸
は
b
た
る
も
の
あ
る
を
き
か
子
。
但
し
古
鬼

徴
問
題
記
に
は
、
梓
日
本
紀
に
の
せ
た
る
も
の
、
印
も
こ
の
系
固
な
る
よ
し
い
へ
り
。
こ
の
害
の
事
は
、
皇
室
御
撰
之
研

究
に
載
せ
た

b
。

帝

王

巻

菅
濡
長
卿
撰

系

固

こ
の
書
、
世
に
俸
は
り
た
る
を
聞
か
子
、
古
書
に
引
き
た
る
も
の
を
見
e
さ
れ
ば
、
そ
の
さ
ま
詳
な
ら
や
。

著
者
菅
原
局
長
は
、
大
串
頭
長
守
の
子
に
て
、
正
二
位
、
参
議
に
進
み
、
寛
元
四
年
1

入
十
九
歳
に
て
混
じ
た
る
事
、
公
卿
補

任
に
見
え
た
り
。
こ
の
外
文
鳳
抄
の
若
あ

b
。

寄

王

系

悶

ー

菅

王

系

図

]
一
一
二
五



帝
王
炭
パ
系
図
J

姓

氏

鋒

帝

王

系

図

一一一六

帝

王

康

系

d 国

百

巻

基
親
卿
撰

庚
系
固
と
ゐ
れ
ば
、
各
種
の
帝
王
系
図
を
以
て
、
集
韓
し
た
る
も
の
に
や
。
今
俸
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
ね

t
、
百
巻
あ
り

と
い
へ
ば
1

御
系
国
の
み
な
広
子
。
御
代
々
々
の
事
を
も
詳
細
に
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

著
者
基
親
は
、
参
議
卒
親
範
の
子
に
で
、
兵
部
卿
、
従
三
位
と
な

b
。
建
永
元
年
、
五
十
六
歳
に
て
出
家
し
た
る
事
、
公
卿

補
任
に
見
え
た
り
。

ー

姓

氏

銭

高
多
親
王
撰

下
の
新
撰
姓
氏
録
と
同
じ
〈
重
出
に
て
、
群
書
類
従
本
、
及
び
一
二
の
お
本
に
見
え
ぎ
れ

E
、
岩
崎
文
庫
本
を
始
め
、
そ

の
他
の
諸
本
に
こ
れ
を
載
せ
た
れ
ば
、
原
本
に
あ
り
し
も
の
な
る
べ
し
。

帝

王

系

図

巻

索
直
宿
繭
抄

， 一

こ
れ
も
惇
本
の
有
無
明
な
ら
今
。
但
し
国
書
寮
御
減
本
に
、
帝
王
系
回
と
題
す
る
も
の
一
定
ゐ
り
。

後
宇
多
天
皇
を

嘗
今
と
し
て
、
末
に
「
弘
安
四
年
十
二
月
五
日
作
之
了
、
花
押
己
主
あ

b
。
或
は
こ
の
害
の
事
に
や
。
山
同
考
ふ
ぺ
し
。

著
者
震
直
宿
捕
は
、
一
岬
紙
大
副
卜
部
品
A

戎
の
子
に
て
、
卜
部
系
固
に
、
「
一
押
紙
大
副
長
上
、
七
朝
侍
説
、
-
と
ゐ

b
。

帝
王
系
図
は
、
こ
の
書
籍
目
録
の
み
に
で
も
、
上
に
載
せ
た
る
合
人
親
王
の
御
接
、
及
び
基
調
の
若
し
た
る
も
の
あ
り
。

上
の
帝
紀
の
部
中
に
、
中
原
某
の
摂
ぴ
た
る
も
の
あ
り
つ
世
に
侍
は
h
た
る
も
の
に
は
、
左
の
三
種
あ
h
。

一
刊
誌
天
皇
以
来
の
御
略
系
に
て
、
御
歴
代
の
み
を
載
せ
た
り
。

史
料
編
纂
所
に
て
影
お
し
た
る
も
の
あ

b
。
原
本

の
所
在
明
な
ら
今
。

奥
書
に
、
弘
安
四
年
間
十
月
五
日
作
之

T
、
(
花
押
)

と
あ
り
1

後
深
草
ー
天
皇
を
院
と
し
、
亀
山
天
皇
を
新
院
と
し
、
後
宇
多
天
皇
を
蛍
今
と
し
て
、
大
覚
寺
殴
主
注
し
た
り
。

以
て
同
天
皇
の
御
代
に
な
り
た
る
も
の
な
る
事
を
詮
す
ぺ
し
oe

但
し
後
深
草
天
皇
の
皇
子
を
官
今
主
し
て
、
法
皇
と

詰
し
た
る
は
、
伏
見
天
皇
の
御
事
に
て
、
そ
の
二
皇
子
を
並
に
蛍
今
と
し
た
る
は
、
後
伏
見
、
花
因
の
雨
代
な
り
。
ま
た

後
宇
多
天
皇
の
-
皇
子
に
も
、
官
今
主
詰
し
北
る
は
、
後
二
伎
天
皇
の
御
事
な
れ
ば
、
花
園
天
皇
ま
で
、
順
次
遣
記
し
た
る

も
の
な
る
ぺ
し
。

紳
武
天
皇
以
来
の
御
系
図
に
て
、
皇
子
皇
女
を
載
せ
た
り
。
但
し
法
親
王
、
及
び
御
出
家
、
賜
姓
の
皇
子
皇
女
は
、
特

に
朱
線
を
施
し
た
り
。
亀
山
天
皇
を
中
院
と
じ
、
後
宇
多
天
皇
を
新
院
と
し
北
る
に
よ
れ
ば
、
伏
見
天
皇
の
御
代
に
な

り
し
も
の
な
り
。
但
し
後
伏
見
天
皇
を
新
院
と
記
し
、
後
二
保
天
皇
を
掲
げ
た
る
に
よ
れ
ば
、
同
御
代
ま
で
、
順
究
迫

記
し
た
る
も
の
な
り
0
3

こ
の
書
は
、
前
田
侯
傍
家
の
所
誠
に
て
、

包
紙
に
1

鎌
倉
接
見
肱
院
刊
誌
寸
・
可
所
持
、
葵
亥
各
戚
一
得
之
、
蓋
云
皇
胤
系
園
者
非
乎
、
本
朝
書
目
云
、
菅
原
品
局
長
、
乗
直

帝
王
系
回
開

三
ニ
七



帝

王

系

図

一
一
一
八

宿
禰
、
各
撰
帝
王
系
国
一
春
、

と
あ
り
。
突
亥
は
天
和
三
年
な
り
。

こ
の
書
は
皇
胤
系
固
と
し
て
積
群
書
類
従
に
牧
め
た
ち
。

日
本
帝
皇
系
固
と
題
し
て
、
-
」
れ
も
、
前
田
侯
爵
家
の
所
誠
な
り
。

始
に
天
神
七
代
、
地
紳
五
代
を
哉
せ
て
、
神
武
天

皇
以
来
、
御
歴
代
及
び
皇
子
皇
女
を
担
げ
た
り
。
そ
の
御
出
家
及
び
賜
姓
の
皇
子
皇
女
は
、
す
べ
て
朱
線
を
以
て
区
別

し
た
る
事
、
上
の
系
固
に
同
じ
。
後
村
上
天
皇
を
義
良
親
王
と
し

J
宗
五
天
皇
を
院
と
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
の

四

時
に
な
り
た
る
も
の
?
却
し
と
雄
E
も
、
鎌
倉
末
期
の
も
の
を
追
記
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

日
本
皇
帝
系
固
と
題
し
て
、
績
群
書
類
従
に
股
め
た
り
。
紳
武
天
皇
以
下
の
御
歴
代
を
の
せ
た
り
。
後
宇
多
、
伏
見

後
伏
見
、
後
醍
醐
の
四
代
は
、
御
名
の
み
に
て
、
御
追
競
を
あ
げ
4
7
0

ま
た
花
園
天
皇
を
今
上
と
し
た
る
に
よ
れ
ば
、
後

宇
多
天
皇
の
御
代
に
な
h
な
る
も
の
に
て
、
後
順
弐
追
記
し
た
る
が
如
し
。
裏
書
の
末
尾
に
、
「
白
承
久
三
、
昨
至
延
慶

二
、
九
十
ヶ
年
也
、
・
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
花
園
天
皇
の
御
代
の
始
に
記
し
た
る
も
の
な
ら
。

ま
た
古
書
に
、
帝
王
系
固
と
題
し
て
、
引
載
し
化
る
も
の
限
る
多
し
。
今
そ
の
中
よ
b
、
鎌
倉
時
代
を
下
ら
ざ
る
も
の
四
極

を
左
に
掲
「
。

仁
和
寺
所
誠
仁
平
元
年
七
月
四
日
の
故
宰
相
阿
閑
梨
法
文
目
録
に
、
「
帝
王
系
図
一
局
」
と
あ
h
。
い
か
な
る
ち
の

か
詳
な
ら
4
7
。

仁
平
三
年
に
示
寂
し
た
る
勤
修
守
克
信
の
按
び
た
る
帝
王
系
岡
ゐ
り
。
東
寺
長
者
弐
第
に
引
哉
し
た

b
。

鎌
倉
時
代
の
初
期
に
、
頴
昭
絵
師
の
若
し
た
る
袖
中
抄
、
頴
注
密
勘
、
再
来
時
代
難
事
等
に
よ
印
刷
王
系
固
と
し
て
、
垂

，
.
仁
天
皇
、
欽
明
天
皇
、
天
武
天
皇
、
平
披
天
皇
の
御
代
の
事
を
記
し
た

b
。
そ
の
他
、
古
今
集
誌
に
引
き
た
る
は
、
仁
明
天

皇
、
醍
醐
天
皇
の
御
代
の
事
を
記
し
、
桓
武
天
皇
の
皇
女
高
枠
内
親
王
、
文
徳
天
皇
の
皇
女
伝
子
内
親
王
、
宇
多
天
皇
の

皇
女
均
子
内
親
王
、
及
び
安
倍
仲
麻
呂
、
小
野
室
等
の
事
を
記
せ

b
o
袖
中
抄
に
は
、
外
に
帝
皇
系
図
と
し
て
、
眼
科
天

四
皇
の
御
代
、
及
び
醍
醐
天
皇
の
御
代
の
事
等
を
記
し
花
る
も
の
を
引
き
た
り
。
こ
れ
ち
同
じ
き
も
の
な
ら
ん
か
。

会
卿
補
任
天
平
賀
字
八
年
道
鏡
鵡
師
の
頭
書
に
、
帝
王
系
固
と
し
て
引
き
た
る
も
の
あ
り
。

こ
の
外
、
写
卑
n
T
紙
嵯
峨
源
氏
の
僚
、
及
び
河
海
抄
夕
顔
の
巻
、
花
鳥
除
情
の
末
摘
花
の
港
、
若
菜
の
巻
、
総
角
の
巻

等
に
も
、
帝
王
系
固
と
し
て
、
欽
明
天
皇
、
孝
徳
天
皇
、
宇
多
天
皇
の
御
代
、
及
び
冷
泉
天
皇
の
御
事
等
を
記
し
た
る
も

の
を
引
き
た
h
J
O

是
等
の
帝
王
系
国
は
、
同
名
異
書
な
り
や
、
同
じ
き
も
の
な
り
や
、
い
づ
れ
も
そ
の
一
部
の
も
の
、

み
な
れ
ば
、
剣
別
し
難
し
。

世
に
停
は
り
た
る
帝
王
系
岡
、
古
書
に
引
き
た
る
あ
ま
た
の
帝
王
系
固
の
中
に
は
、
こ
の
書
籍
目
録
に
著
録
し
た
る
五
種

の
帝
王
系
固
と
同
じ
き
も
の
も
あ
る
べ
し
と
錐
も
明
な
ら
す
。

誇

氏

系

固

等

諸
氏
の
系
困
等
と
あ
る
は
、
い
か
な
る
も
の
か
1

諸
氏
の
系
固
を
纂
修
し
て
二
部
と
し
た
る
も
の
φ
、
別
々
な
る
諸
氏

吉
一
二
九

諸

氏

系

図

等



諸

氏

系

図

等

の
系
固
な
る
か
、
明
な
弘
子
。
別
々
な
る
も
の
と
、
集
修
し
た
る
る
の
は
左
の
如
し
。

三
三

O

早
川
諸
氏
の
系
国
の
古
書
に
見
え
た
る
は
、
政
事
要
略
巻
二
十
六
に
、
多
米
兵
一
糸
固
を
の
せ
、
頴
昭
装
置
葉
時
代
難
事
、

及
び
菅
家
御
倖
記
の
奥
書
に
、
菅
原
氏
系
岡
を
引
き
た

h
。
こ
の
外
、
買
隆
公
記
に
、
宇
多
源
氏
一
流
系
困
、
二
保
家
系
園
、

路
氏
揺
家
系
園
、
閑
院
系
国
等
の
事
見
え
、
号
一
口
絵
卿
記
に
、
源
家
系
回
、
四
傍
系
図
、
底
梧
日
野
系
図
、
炭
精
一
流
系
回
の
事

を
載
せ
た
り
1

こ
の
中
に
は
、
こ
の
諸
氏
系
国
等
と
い
へ
る
も
-
の
も
あ
る
ぺ
し
。

諸
氏
系
固
の
世
に
俸
は
勺
た
る
も
の
は
頗
る
多
〈
、
群
書
類
従
に
牧
め
た
る
も
の
に
、
中
臣
氏
、
菅
原
氏
、
犬
江
氏
、
橘

り 氏
、
紀
氏
、
小
野
氏
、
高
階
氏
、
清
原
氏
、
中
原
氏
、
小
槻
氏
、
和
議
氏
、
丹
波
氏
、
安
倍
氏
、
加
茂
氏
、
豊
原
氏
、

E
勢
氏
等
ゐ

こ
の
中
に
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
前
の
も
の
に
増
補
し
た
る
も
の
も
あ
る
ぺ
し
。

ま
た
諸
家
系
国
纂
に
牧
め
た
る
も

和
気
氏
系
困

の
の
中
に
も
古
き
も
の
あ
hJ
。
古
寓
本
の
中
、
主
な
る
も
の
は
左
の
如
し
。

国
披
寺
の
所
践
に
し
て
二
審
あ
り
。
明
治
三
十
三
年
国
買
に
指
定
せ
ら
れ
、
大
会
粂
馬
氏
こ
れ
を

複
寝
せ
り
1

回
珍
の
書
き
た
る
も
の
な
れ
ば
、
大
師
系
固
と
も
稿
し
て
、
和
気
氏
の
門
真
理
長
行
天
皇
よ
b
、
図
珍
に
歪

系
固
に
就
い
て
は
、
件
信
友
の
和
気
系
回
附
考
ゐ
hJ
。

る
系
国
を
記
し
た
り
。
点
観
八
年
以
後
、
遠
か
ら
ぬ
も
の
に
て
、
現
存
し
た
る
系
団
の
古
詩
本
中
、
最
も
古
し
。
こ
の

村
土
源
氏
系
固

奥
書
に
、
鷹
司
宗
嗣
卿
以
本
技
会
了
、

仁
和
寺
の
所
蔵
に
し
て
、
一
巻
あ

h
。
巻
首
繰
り
て
、
末
尾
に
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そ
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他
、
元
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元
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鹿
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四
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の
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を
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ふ
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。
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三
郎
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系
国
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断
簡
あ
り
。

鎌
倉
時
代
の
も
の
な
り
。

紀
氏
系
岡

奈
良
手
向
山
紳
祉
の
所
蔵
に
し
て
'
、
一
容
あ
ち
1

位
制
兵
系
岡
崎
甲
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諸

氏

系

図

等

一一一一一一一一

四

菅
原
氏
系
固

前
田
侯
爵
家
の
所
蔵
に
し
て
二
巻
ゐ
b
J
O

南
北
朝
時
代
の
も
の
な

b
。

五

藤
氏
系
国

伏
見
宮
家
御
所
蔵
一
審
あ
ち
。
明
臆
二
年
具
注
暦
の
裏
面
に
記
し
、
包
紙
に
、
「
明
庭
五
年
五
月
、
以
一

保
殿
本
書
寓
云
々
、
」
と
あ
ち
。
始
に
藤
原
氏
の
正
統
、
及
び
揺
闘
家
を
載
せ
て
、
藤
氏
諸
家
を
順
次
に
掲
げ
た

h
。

乙

諸
氏
の
系
固
を
纂
斡
し
た
る
も
の
は
、
こ
の
書
籍
目
録
よ

b
以
前
の
る
の
な
〈
、
古
書
に
記
し
た
る
も
の
も
あ
ら

子
。
賃
隆
会
記
に
見
え
た
る
繭
家
、
清
家
、
中
家
、
菅
家
の
系
図
四
春
、
系
固
十
一
冊
は
、
別
々
の
も
の
か
。

纂
斡
し
た
る

も
の
か
。
そ
の
時
代
も
明
な
ら
4
7
0

上
に
載
せ
た
る
仁
和
寺
所
蔵
の
村
上
源
氏
系
固
も
、
各
首
侠
り
て
明
な
ら
ね

E
、も

と
は
、
源
氏
の
諸
流
、
或
は
諸
家
の
系
固
を
纂
斡
し
た
る
な
の
の
一
部
n
T
な
ら
ん
か
。

前
回
侯
爵
家
所
臓
に
、
日
本
帝
皇

系
閥
、
及
び
藤
氏
、
平
氏
、
源
氏
、
高
家
の
系
悶
等
を
一
部
と
し
た
る
古
詩
本
な
り
。

ぞ
の
内
容
に
よ
る
に
、
南
北
朝
の
末

期
頃
の
も
の
な
り
。
或
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
を
、
後
人
の
追
記
し
た
る
も
の
か
明
な
ら
や
ノ
J
ま
た
故
買
叢
書
に
股
め
た
る

骨
ザ
卑
n
T
服
固
あ
り
。
編
集
本
朝
曾
卑
必
版
固
と
も
、
新
編
集
団
本
朝
宇
山
T
A
W

肱
系
譜
雑
類
宴
と
も
題
せ
り
。
或
は
十
各
と

し
、
或
は
二
十
巻
と
し
た
る
も
あ

h
て
、
介
合
一
な
ら
や
J

。
各
首
に
、
「
特
謹
直
三
台
藤
公
定
撰
」
と
ゐ
h
，，。

巨
洞
院
賞
夏
の
子
に
し
て
、
左
大
臣
、
従
一
位
に
豆
ち
、
感
永
六
年
、
六
十
歳
に
て
克
去
せ
り
。
こ
.
の
写
卑
易
収
の
位
裁
は
、

公
定
は
、
内
大

仁
和
寺
所
政
村
上
源
氏
系
問
、
及
び
前
回
侯
爵
家
所
内
蹴
系
悶
主
同
じ
き
に
よ
れ
ば
、
去
し
命
的
寸
分
肱
は
、
是
等
の
諸
本
に

よ
り
て
、
集
輯
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。

和

気

譜

和
試
清
陸
撰

和
気
氏
の
家
譜
な
り
。

日
本
後
紀
に
、
延
暦
十
入
年
二
月
乙
未
、
贈
正
三
位
行
民
部
卿
余
浩
宮
大
夫
美
作
備
前
国
語
和
気
朝
臣
清
応
呂
究
、

榊
清
麻
呂
線
於
牒
務
、
尤
明
古
事
、
撰
一
民
部
省
例
廿
巻
、
子
今
一
体
克
、
奉
中
官
数
摂
和
氏
譜
安
之
、
帝
甚
善
之
、

と
見
え
た
る
も
の
な
れ
E
、
今
は
亡
び
た
り
。
清
麿
の
事
は
、
民
部
省
例
の
侠
(
一
入
入
頁
)
に
の
せ
た
り
。

神

別

雑

氏

記

神
別
は
、
姓
氏
録
序
に
、
「
天
神
地
誠
之
胃
、
詔
之
紳
別
、
」
と
あ
れ
ば
、
高
皇
産
霊
神
、
大
図
主
神
以
下
の
育
孫
を
記
し

る
も
の
な
る
ぺ
し
。

今
世
に
停
は
ら
や
J

。

新

撰

姓

氏

録

三
十
巻

凡
一
千
一
百
八
十
氏
、
回
目
岡
高
多
親
王
‘
右
大
臣
藤
原
因
人
等
撰

図
書
努
本
(
荷
田
在
泌
謹
厳
〉
神
宮
文
庫
本
、
内
閣
一
本
、
前
回
一
本
、
彰
考
館
本
、
神
脅
文
庫
本
等
、
三
十
一
血
管
と
し
た
る
も
の
あ

P

。

諸
氏
の
家
系
を
皇
別
、
神
別
、
蕃
別
の
三
種
と
な
し
、
克
に
紳
別
を
天
神
、
地
瓶
、
天
孫
の
三
程
に
別
も
、
蕃
別
を
謀
、
百

務
、
高
麗
、
新
維
、
任
那
に
別
も
て
、
採
録
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
o

各
左
右
京
、
山
誠
、
大
和
、
河
内
、
和
泉
、
揺
津
に
別
ち

和

気

諮

科

別

雑

氏

記

新

撰

姓

氏

録

一一一一一一一一一
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新

提

姓

氏

録

三
三
四

て
、
各
尾
に
、
未
定
雑
姓
を
の
せ
ら
れ
た

b
o
三
十
容
を
三
肢
と
な
し
、
所
哉
の
姓
氏
一
千
一
百
八
十
二
氏
あ
り
。
嵯
峨

天
皇
の
御
代
、
高
多
親
王
、
右
大
臣
藤
原
因
人
、
参
議
同
絡
嗣
等
に
勅
し
て
、
編
集
せ
し
め
ら
れ
た
h
J
O

序
文
に
蓋
問
、
天
孫
降
襲
西
化
之
時
、
紳
世
伊
関
、
書
紀
鹿
停
、
一
脚
武
臨
夏
束
征
之
年
、
人
物
漸
滋
、
長
帥
問
起
、
泊
乎

一
利
銅
下
授
霊
鳥
子
飛
、
蹄
首
足
陳
)
群
凶
霧
散
、
腐
受
明
命
、
光
宅
中
州
、
泰
階
平
帯
、
海
内
清
詮
、
師
而
謹
徳
考
功
、
昨

土
命
氏
、
図
誌
腕
主
始
抗
於
新
、
垂
仁
撫
連
、
恵
津
踊
新
、
翠
措
得
中
、
姓
氏
和
易
、
況
復
任
那
欽
風
、
新
経
師
資
、
爾
来

4

諾
蕃
仰
徳
、
無
思
不
来
、
懐
遠
賜
姓
、
是
時
著
明
、
免
恭
御
字
、
高
姓
紛
転
、
時
下
詔
旨
、
盟
紳
探
湯
、
旨
賞
者
会
、
胃
虚

者
害
、
白
詑
厩
後
、
氏
姓
白
定
、
夏
無
詐
人
、
笹
沼
別
流
、
皇
極
握
鏡
、
図
記
皆
熔
、
幼
弱
迷
其
根
源
、
校
強
倍
其
侭
籍
1

天
智
天
皇
儲
官
也
、
舶
史
恵
尺
奉
準
燈
書
、
至
庚
午
年
、
編
遣
戸
籍
、
人
民
氏
骨
各
得
其
豆
、
自
設
以
降
、
歴
代
帝
王
、

随
時
改
正
、
聯
綿
不
絶
、
勝
買
年
中
、
時
有
思
旨
聴
詳
諸
蕃
、
任
願
賜
之
、
建
使
前
姓
後
姓
文
字
新
岡
、
審
俗
和
俗
氏
族

相
疑
、
高
方
展
氏
、
阪
高
貴
之
枝
葉
、
三
韓
蕃
賓
、
栴
日
本
之
紳
胤
、
時
移
人
目
如
、
卒
知
市
言
、
買
宇
之
末
、
其
雫
猶
祭
、

'
初
来
名
儒
撰
氏
族
志
、
抄
案
弗
半
、
逢
時
有
難
、
諸
儒
解
盟
、
駿
而
不
典
、
皇
統
踊
照
翠
明
、
生
市
叡
哲
、
自
間
性
仁
、
威

披
日
出
之
産
、
徳
先
月
拙
之
域
、
停
縫
底
開
、
文
軌
混
一
、
肱
用
品
物
、
息
切
正
名
、
廼
降
線
給
、
撰
勘
本
系
、
細
牒
示

皐
、
鳳
輿
登
m
峰
、
天
朝
至
明
紹
備
前
菜
、
至
翠
垂
谷
後
謀
、
安
詔
中
務
卿
四
品
巨
高
多
親
王
、
右
大
臣
従
二
位
食
行
皇

末
弟
侍
臣
藤
原
朝
臣
国
人
、
参
議
正
四
位
下
行
陰
陽
頭
巨
阿
倍
朝
臣
其
勝
、
従
五
位
上
行
尾
張
守
巨
三
原
朝
臣
弟

，
卒
、
従
五
位
上
行
大
外
記
党
因
幡
介
区
上
毛
野
朝
臣
頴
人
等
、
追
慕
前
士
山
、
推
弘
此
文
、
開
書
府
之
秘
減
、
草
諸
氏
之

苑
丘
、
巨
等
歴
覧
古
記
、
博
観
蓄
阜
、
丈
駁
酔
路
、
一
品
目
訓
組
雑
、
官
辞
一
事
、
還
作
楯
矛
、
構
合
雨
説
、
則
有
抵
音
、
新
進

-
木
系
多
達
故
宮
、
戎
錯
綜
雨
氏
、
混
魚
一
一
班
、
或
不
知
源
流
、
倒
錯
澗
夫
、
或
迷
失
己
組
、
過
入
他
氏
、
或
巧
入
仙
川
氏
、
以

魚
己
班
、
新
古
煩
乱
不
易
斐
夷
1

彼
比
謬
錯
不
可
勝
数
、
是
以
臨
欲
成
之
不
日
、
而
猶
十
歳
於
設
、
京
畿
本
系
未
準
品

半
、
今
依
見
逃
以
類
錘
失
、
本
其
元
生
則
有
三
盟
、
跡
其
群
舟
則
、
有
三
例
、
天
神
地
紙
之
胃
、
謂
之
柿
別
、
天
皇
皇
子

之
源
、
謂
之
皇
別
、
大
漢
三
韓
之
族
、
謂
之
諾
蕃
、
所
以
別
同
異
序
前
後
、
是
潟
三
世
也
、
技
別
之
宗
特
立
之
祖
、
書
日

出
白
、
或
古
記
本
系
並
録
而
議
、
或
栽
古
記
而
漏
本
系
、
或
哉
本
系
而
漏
古
記
、
書
日
同
組
之
後
宗
氏
、
古
記
雄
云
遺

漏
、
而
立
組
不
謬
、
但
事
捗
狐
疑
、
書
日
之
後
、
所
以
弊
遠
近
示
親
疏
、
是
魚
三
例
也
、
夫
寸
嘆
尺
木
尚
有
取
節
、
況
乎

一
定
、
附
皇
後
生
匠
知
前
世
、
故
施
攻
相
経
世
数
頗
説
、
則
不
魚
大
失
、
討
論
而
栽
成
、
異
人
是
皇
別
之
上
氏
-
也
、
井
集

京
畿
以
潟
別
首
、
未
定
是
諸
氏
之
未
明
也
、
惣
魚
一
審
附
語
審
足
、
叉
有
諾
姓
漏
本
系
而
哉
古
記
、
則
抄
古
記
以
寓

附
、
本
系
之
典
古
記
、
達
郎
按
古
記
以
制
定
、
今
案
之
中
詮
引
古
記
、
則
雄
丈
駁
而
不
必
改
、
所
以
存
其
文
取
僻
達
也
、

京
畿
之
氏
大
睦
牢
箆
諸
国
之
氏
、
或
不
必
入
京
畿
、
巨
等
奉
勅
、
謹
加
研
精
、
据
掠
群
A

一
一
回
、
沙
汰
金
礎
、
裁
奮
記
之
煩

蕪
、
採
舎
新
之
椴
宴
、
除
新
系
之
塗
説
、
撮
逓
古
之
折
中
、
思
所
以
令
丈
約
辞
易
、
冷
然
示
掌
、
換
乎
指
南
、
起
白
神
武
、

迄
乎
弘
仁
、
温
故
知
新
、
能
事
粗
畢
、
凡
一
千
一
百
八
十
二
氏
惣
魚
品
川
容
、
執
成
三
部
、
名
日
新
撰
姓
氏
録
、
臨
非
章
編

説
奨
之
義
、
王
板
翫
舟
之
丈
、
抑
亦
人
倫
之
極
機
、
園
家
之
嬰
枯
也
、
唯
京
畿
未
準
井
諸
国
且
準
等
類
二
時
難
謹
、
闘

而
不
究
、
其
諸
姓
目
列
於
別
巻
云
爾
、

新

撰

姓

氏

録

=
一
三
五



新

提

姓

氏

録

別
に
弘
仁
六
年
七
月
二
十
日
、
新
撰
姓
氏
録
を
上
る
表
あ
り
。
高
多
親
王
、
及
び
右
犬
巨
藤
原
因
人
、
参
議
藤
原
緒
嗣
、
遺

一一一占
./、

東
大
寺
長
官
阿
倍
異
勝
、
尾
張
守
三
原
弟
卒
、
大
外
記
上
毛
野
頴
人
の
砦
名
あ
り
。
各
三
十
の
各
末
に
は
、
治
部
省
少
丞

石
川
朝
臣
図
助
、
同
少
録
伊
珠
部
年
嗣
、
同
越
智
津
絵
、
散
位
寮
少
属
高
士
山
正
嗣
の
外
に
、
大
合
人
一
人
、
散
位
三
人
の
名

を
列
ね
た
り
。
こ
の
香
は
、
仁
明
天
皇
の
御
代
改
訂
せ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
あ

b
て、

之
大
患
也
、
詔
令
刊
改
之
、

績
日
本
後
紀
に
、
承
和
四
年
六
月
己
己
、
散
位
正
六
位
上
入
多
異
人
清
雄
言
、
姓
氏
録
所
載
始
週
、
錯
謬
非
賞
、
な
門

と
見
え
た
り
。

編
者
の
中
、
高
多
親
王
は
、
桓
武
天
皇
の
皇
子
に
し
て
、
中
務
卿
、
太
宰
帥
に
任
壱
ら
れ
、
二
品
に
叙
せ
ら
れ
、
天
長
七

年
、
御
年
四
十
三
に
て
、
菟

ι給
へ

b
。
藤
原
同
人
は
、
中
街
犬
賂
房
前
の
孫
に
て
、
大
蔵
卿
楓
麻
呂
の
子
な
h
ノ
。
先
仁
、
桓

武
、
平
披
、
嵯
峨
の
四
朝
に
歴
仕
し
、
従
二
位
、
右
大
臣
に
至
り
、
弘
仁
七
年
克
子
、
年
六
十
三
。
正
一
位
、
左
大
臣
を
追
贈
せ

ら
れ
た
り
。
藤
原
緒
嗣
の
事
は
、
日
本
後
紀
の
僚
に
載
せ
た
り
。
阿
部
異
勝
は
、
太
宰
大
監
三
綱
の
子
な
り
。
桓
武
、
平

域
、
嵯
峨
、
淳
和
の
四
割
に
仕
へ
、
伊
設
守
、
従
四
位
上
に
至
b
、
天
長
三
年
卒
去
せ
り
。
上
毛
野
一
浪
人
は
、
従
五
位
下
大
川

の
子
な
り
。
桓
武
、
平
説
、
嵯
峨
の
三
代
に
仕
へ
、
東
宮
市
常
士
、
従
四
位
下
と
な
り
、
弘
仁
十
二
年
、
五
十
四
に
て
卒
去
せ

b
u

と
の
香
は
、
内
閣
記
録
課
所
臓
の
お
本
あ
h
J
O

新
撰
姓
氏
録
抄
と
題
し
て
、

奥
書
に
、
以
吉
田
前
内
府
御
本
量
校
舎
了
、
闘
方
貼
付
之
、

建
武
二
年
捌
月
七
日

ヂリ

天
下
衆
徒
之
姓
氏
者
、
官
中
古
今
之
肝
心
之
抄
也
、
大
内
左
京
兆
令
一
覧
給
、
被
寝
置
之
、
依
彼
隼
命
却
比
奥
書
失
1

文
明
七
年
乙
未
十
月
日

活
東
大
寺
衣
官
正
四
位
下
左
大
史
小
槻
宿
禰
剣

刊
本
に
は
、
白
井
宗
国
の
政
文
を
附

と
あ
り
。
吉
田
前
内
府
は
定
房
、
大
内
左
京
兆
は
義
典
、
小
槻
宿
禰
は
栄
治
な
り
。
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ま
ゑ
長
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小
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人
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義
淀
ト

司
ゐ
奈
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人
吃
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戸
久

恥お耐薪安髭y
だ
点
白
唱
ゑ
吾
恥
す
語
沼
?4J

一
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一占義義い
4年吋，乙む

JA

一M仮候唱
AA
之
徒
hも
む
，
一

一如裁
fu一
与
で
そ
限
付
似
品
淳
司
一
段
一
紘
一

総
J
レ

1
1み
が
ヤ
ふ
が
お
ー
い
一
札
ト

し
た
る
寛
文
入
年
の
刻
本
、

松
下
見
林
の
政
文

録氏姓撰華rr

を
そ
へ
た
る
同
九
年
の
刊
本
、
橋
本
稲
彦
の
校

正
し
た
る
文
政
八
年
の
刊
本
あ
り
。
ま
た
群
苦

類
従
に
も
牧
め
た
り
。
但
し
松
下
見
林
の
故
に
、

「
惟
俄
其
所
存
者
、
抄
書
而
非
完
本
・
也
、
」
と
記
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し
、
平
田
篤
胤
の
古
車
徴
開
題
記
に
は
、
抄
本
に

あ
ら

5
る
よ
し
を
弊
じ
、
件
信
友
の
比
古
婆
衣
、

及
び
栗
田
寛
博
士
の
考
詮
に
は
、
詳
に
そ
の
抄

貫
録
、
政
事
要
略
、
東
大
寺
要
録
、
坂
上
系
国
、
太
子
惇
玉
林
抄
等
に
引
載
し
た
る
も
の
は
、
今
の
本
に
見
え
ぎ
れ
ば
、
抄
略

一
略
し
た
る
も
の
な
る
よ
し
を
論
じ
た
り
。
三
代

本
の
説
、
是
な
る
が
如
し
。
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と
の
香
の
註
程
香
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の
如
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。
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寛

姓
氏
録
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考

野
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姓
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氏
録
捷
見
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ま也

理

府
当
」
一
ず
己

仁
相
手

h
H川
旦

コ

日

七

巻

行
基
菩
薩
撰

諸
国
の
国
府
の
事
を
記
し
た
る
も
の
か
、
今
俸
は
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
さ
ま
詳
な
ら
子
。
こ
の
書
の
事
は
、

長
谷
寺
縁
起
に
、
吾
遣
唐
大
使
中
納
言
従
三
位
乗
行
左
大
枇
昨
春
宮
大
夫
式
部
大
輔
侍
従
菅
原
朝
臣
道
具
、
添
加
寺
官

附
大
安
寺
恥
早
変
踊
信
仰
元
武
、
的
鏡
行
幸
背
薩
国
府
記
七
巻
、
並
流
記
文
三
宅
、
本
願
事
人
上
表
蹴
一
通
、
就
中
尤

来
金
去
塊
、
勘
出
縁
起
文
一
首
、

E
見
え
た
り
。

行
基
菩
薩
は
、
和
泉
大
島
郡
の
人
に
て
、
本
姓
高
志
、
天
智
天
皇
七
年
、
十
五
に
て
出
家
し
、
天
平
十
七
年
、
大
信
正
と
な

-9
、
同
二
十
一
年
、
大
菩
薩
の
就
学
}
賜
は
り
、
同
年
年
八
十
一
に
て
、
菅
原
守
に
示
寂
し
た
る
事
、
元
辛
梓
書
に
見
え
た
り
。
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